
モータ側ギア: 協育S1S 35B+0606
 　歯数 35, 歯&ハブ厚 6 mm, 
　 歯幅 35 mm, ハブ幅 30 mm22
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{裏面へのケーブル通し
（通す際の被膜の有無で径が変わる）

{

調弦ペグ (直径: 表面 8 mm, 裏面12mm) 
※ケーブルのテンション確保のため
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【未定】空隙の長さ
{a,b,c,d}

a

b

c d

【要検討】 日周軸のケーブル通し穴

【要測定】 軸系変換アダプタの
  {5mm側, 6mm側双方の}深さ
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 スリップリング全長: 
42mm
{ 2(リング) * 6
 + 6(銅板) * 5 ｝

シャフトホルダ・ブラケット型スタンダード, タップ穴タイプ: 
STHRBT15
　　縦幅 30mm, 直径[長] 40mm,  直径[短] 20mm
        詳細は, 付録の STHRBT DH7=15 を参照のこと.

鋼板製ピロー形ユニット: (NTN) ASPP202
       詳細は, 付録の PBTP D=15 を参照のこと.

縦軸側ギア: 協育S1S 35B+1015
 　歯数 35, 歯&ハブ厚 10 mm, 
　 歯幅 35 mm, ハブ幅 30 mm

モータドライブ -  軸系
　(2010/04/06, アイデアスケッチ)
    (2010/04/30, 暫定草稿)
    (2010/05/03, 模型用完成稿)
    (2010/06/13, スリップリング実装版)←はやぶさ大気圏突入日 !!

恒星球側の最下層板

【要試作】 スリップリングの横幅

板の縦長さ: 25 + a + 20 + b + 42 + c + 25  
　　　　　 =  112 + a + b + c

ケーブル被膜部


